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流域治水に係る情報提供

令和７年３月19日

本川流域水害対策協議会

参考資料



特定都市河川の指定状況
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特定都市河川の取組状況
特定都市河川は、全国で30水系382河川が指定されています（下図：令和７年１月28日時点）
（参考：令和６年３月12日時点、23水系271河川）

出典：国土交通省HP
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特定都市河川の先進事例

出典：奈良県HP
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特定都市河川の先進事例

出典：奈良県HP
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特定都市河川の先進事例

出典：奈良県HP
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特定都市河川の先進事例

◆大和郡山市番条地区では、佐保川の水位上昇により毎年のように内水
氾濫が発生
◆遊水機能を保全していくことに同意が得られた大和郡山市番条（ばん
じょう）地区（約 3.6ha）を市として全国で初めて（川西町、田原本町に
続き全国で３例目）貯留機能保全区域に指定
◆指定日：令和６年12月24日

出典：国土交通省近畿地方整備局HP
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本県では、流域治水の推進に向け流域治水シンポジウムひろしま２０２４を開催

日時：令和６年1２月２日（月） 1４時０0分～1７時30分
会場：広島YMCA国際文化ホール（広島市）
構成：

概要説明「広島県における流域治水の取組について」
基調講座「異常気象の時代 天気予報でいのちを守る」
基調講演「流域治水をみんなで着実に、確実に進めるために」
パネルディスカッション

参加者数：約１４０人

概要

勝丸恭子氏 加藤孝明教授

湯﨑県知事

パネルディスカッションの様子

シンポジウム開催のチラシ 広島県における流域界

開催後に県HPにて動画配信

今榮竹原市長
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本県における新たな特定都市河川指定に向けた取組状況


